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昨
年
十
二
月
に
は
、

皆
様
の
活
動
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
創
立
五
周

年
を
向
か
え
る
こ
と
が

で
き
、
ひ
と
く
'き
り
が

つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
三
年

度
の
市
障
害
福
祉
課
に

よ
る
、
決
算
報
告
の
監

査
も
無
事
終
了
し
、
平

成
十
四
年
度
の
予
算
も

つ
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
が
発

足
し
て 一 年
半
が
経
過

し
、
患
者
の
送
、迎
も
、

介
護
タ
ク
シ
ー
が
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 
そ
れ
で
も
、
満

足
に
介
護
保
険
制
度
で

送
、迎
が
行
わ
れ
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
六
十
五
歳
以

下
の
透
析
患
者
さ
ん
や
、

介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
患
者
さ
ん
は
、
「さ

わ
や
か
」

の
ポ
ラ
ン

テ
イ
ア
さ

ん
に
よ
る

送
迎
に
頼

,ら
ざ
る
を
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。 

・介
護
保
険
制
度
が

で

ー

こ

と

に

よ

り

「

さ

わ
や
か
」
の
果
た
す

役
割
は
、
今
ま
で
よ

り
も
更
に
重
要
に
な
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。 
ま
た
、
全

国
的
に
み
て
も
、
通

院
送
、迎
の
必
要
性
は

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。 

私
た
ち
を
と
り
ま
<
 

情
勢
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
も
、
「さ
わ

や
か
」
事
務
局
一同
、

全
力
を
あ
げ
て
頑
張

り
ま
す
。
。ホ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

皆
さ
ん
!
昨
年
に
も

增
し
て
、
ご
指
導
ご

協
力
よ
ろ
し
<
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

長
崎
県
腎
協
総
会
で

江
頭
会
長
が
記
念
講
演

五
月
十
二
日 
(日
) 
長
崎
県
諌

早
市
の
諫
早
文
化
会
館
で
長
崎
県

腎
協
の
第
二
十
七
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
腎
協
よ
り
江
頭
会
長
に

講
演
依
頼
が
あ
り
「透
析
患
者
の

心
の
問
題
に
っ
い
て
」
と
い
う
題

で
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
会
長
は
「私
た
ち
透

析
患
者
も
、
透
析
治
療
で
体
は
万

全
に
な
っ
て
も
、
心
が
病
ん
で
い

た
ら
、
そ
の
人
は
い
っま
で
も
病

人
で
す
。 心
が
健
全
に
な
っ
て
は

じ
め
て
人
と
し
て
一
人
前
に
な
り

ま
す
。 
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一般
的
な
ス
ト
レ
ス

の
定
義
や
、
精
神
、
心
理
的
問
題

を
起
こ
し
や
す
い
性
格
な
ど
ュ
I 

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
し
、
現
代

人
は
心
 
(精
神
) 
を
大
事
に
す
る

こ
と
が
、
人
類
の
課
題
で
あ
る
と

熱
弁
し
ま
し
た
。 

長崎県青協総会で講演中の江頭会長
まき大 し話つのたれ涙喜会ま気て面薄
し記き最たに事間 ° てを一長つをい白 ま
た念な後 ° 聞な 、約い流憂のたもたおのた

° 整拍 は き、j 誰一るささ二方'｠"t t 要自手 入 一時方れれ口々
はを場 つ頭人間もて 、一は会 、く率分終い内 て会席のい感中言 、場同話ぇ自
了たか い長を講ま動にに江にじをて身
しだら まの立演しさは一頭集病し 、の

ー
ユ
I ス

四
月
二
十
五
日
、
十
五
時
か
ら
「さ

わ
や
か
」
八
幡
事
業
所
で
、
役
員

会
が
開
催
さ
れ
、
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
最
初
に
江
頭
会
長
よ
り
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
情
勢
に
っ
い・て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

内
外
と
も
に
厳
し
い情
勢
の
中
で
、

通
院
送
迎
も
今
ま
で
以
上
の
努
力

が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

活
動
報
告
が
あ
り
、
次
に
平
成

十
四
年
度
の
指
導
員
報
酬
の
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。

規
約
の
改
正
の
問
題
提
起
が
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、
結
論

が
出
ず
、
先
延
ば
し
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
導
入
で
、
通

院
送
迎
事
業
に
も
色
々
と
問
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
前
年
に
引
き
続
き

頑
張
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
論
議

に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。 



阿部クリニッ
院
ク

長阿部 哲哉先生

五回目の病院紹介は、小倉南
区にある阿部クリニックです。 

10号線バイパスの田原新町の信号より少し入った所に位置し、
J R下曽根駅からも近く大きなショッピングセンターもあり大
変便利のよい場所にあります。 
平成4年7月に開業され平成9年3月に現在の場所に新しく
病院を建て移転されました。 現在、患者数は11l名、スタッフは、
看護師さんが20名、技師、検査技師、栄養士さんが 7名、事務
員さんが4名です。 年々 患者さんが増えそれに伴いスタッフの
方の数も増えますので昨年増築されました。
市立田原小学校を横に見ながら、シックな色のタイルレンガ
造りの建物が目に飛び込んできます。 一見、ここは病院? と思
うような建物で、玄関先ではかわいらしい花々 が咲いています。 
玄関を入ると左手には、まるで喫茶店のような喫煙室があり、
その奥は静かな落ち着いた雰囲気のロビーと受付があります。 
室内のインテリアとマッチした生け花がとても印象的でした。
病院に取材に行った日、お約束の時間前にロビーに下りてき
てくださった阿部先生は、ロマンスグレーの寡黙でクールな紳
士という第一印象でしたが、大学時代はボー ト部に所属されて
いたという、体育会系の一面を見せていただくことができまし
た。 また、病院内を院長先生直々 に隅から隅まで案内していた
だき、私たちは本当に恐縮してしまいました。

14,、たる所.に細や力、な心配り.が識
1 階は受付 ・事務所 ・診療室 ・CA PD室 ・レントゲン室・ 
手術室 ・検査室 ・薬局 ・厨房など病院の要ともいえる設備が万
全に整っています。
2階はおもに透析室が中心で他に外来患者さん用のサロンが
あり、更衣室などとても広く明るいイメージでした。 . 
各フロアーともそうですが、壁、床、ソファーの色など全て
コーデイネー トされていました。 建物全体がバリアフリ 一にな
っており、 トイレ ・洗面台など車椅子の高さに合わせて造られ
ています。 全体の壁もエレべーターの中の壁も消毒しやすいよ
うにビニールクロスを使用しています。 透析室のべッド数は現
在40床で増築した西透析室があとl8床透析可能だそうです。
3階は入院設備が整っています。 2人部屋が4室とバス ・ト
イレ付き特別室が 2室あります。 入院患者さん用のお風呂には
大きなガラス窓より坪庭が眺められ、露天風呂気分で入れそう
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【プロフィ ール】
院 長 阿 部 哲 哉
福岡県出身 昭和20年 4 月 6 日生まれ
昭和48年 九州大学医学部卒業
同年 福岡県済生会八幡総合病院
入局以後透析医療に従事

平成 4 年 7 月 阿部クリニック開業
平成 9 年 3 月 現在地に移転

でした。
人生の最終ステージを迎えるための部屋が 1 室あります。 こ
こには酸素はもちろん、ここでも透析ができるようにラインが
引いてありました。 和室をイメージして障子と壁紙に工夫がし
てあり、ご家族用のべッドまで用意されていました。 この部屋
は感染症など隔離しなければならない患者さんの為にも使える
ようになっているそうです。
また、入院患者さん用のサロンもあり、そこのソファーは、
わざと外側を向けてあるそうです。 その訳は、患者さんが外の
景色を見て早く退院したくなるようにとのことでした。 各病室
のカーテンと壁の色は一部屋ずつ変えてありました。 屋上には
患者さんがリハビリができるようなスぺースがあり、ちょっと
した空間を利用して日本庭園が造ってありました。
各階のべランダにはご近所の方への配慮として木々 を植えて
あります。 こんな小さなところにも、心づかいがしのばれます。 
4階は院長室 ・スタッフの休憩室 ・会議室 ・多目的ホールと、
広いべランダ等で、今までの階とは違い、 どこかの豪華なホテ
ルにでも来ているような錯覚に陥るようでした。
組選雄書l l l ' 講｠"l船經理響戰第' ' 藤感赫.法も機通通0 0 ' 口l 口l l ' l ' l ' l 最0 l

昭和48年より、腎臓専門医一筋でやってこられた阿部先生は、
今では透析治療の第一人者のお一人として活躍されています。 
常に先を見つめ、今後は病院もホスピス的要素を取りM たり、
災害対策として、常に 2 トンの透析原液をタンクに貯蔵してお
り (100人の患者さんが4回透析できる原液の量) 私たち患者
としては、大変心強く思いました。
また、感染症対策においても酸性水を病院の中で作り、ウイ
ルスや細菌を殺菌できるようになっていました。 医療廃棄物か
ら一般のごみまで、集め方から保管管理の仕方まで、大変工夫
され安全面には徹底されていました。 阿部先生は病院を建てら
れるときバリアフリ 一はもちろん、もう一つ、 「病院らしくな
一b:,,機、 い病院」にしたいと思われたそうです。 そ同精3量it れは週に 3 回通院し 4 時間から 5 時間の
努医れ去:議f 、力療.た年 治療をしなければならない患者さんの気持

jf容1醫;望; ちの負担を少しでも軽くし、ゆっくりくつ
い免:、0、,をか ろいでほしい、前にくる感覚で来てほしい、
享更 t f ら との思いからだそうです。 各部屋のいたる
う安まの ところに、院長先生やスタッフの方々 の、
ス書大と二 患者さんに対する思いやりを感じました。
タ適 ° 目 帰るときに「こんな個室なら一週間くらい
; 要j 入院(?) したいね~」などと言いながら病
一透恵 院を後にしました。 


